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は じ め に

大阪府南部に位 置す る貝塚市は、南 は和泉 山脈 に接 し、北は大阪湾 に面 してお り変化 に富 んだ

自然環境が残 されてい ます。

新井 ・鳥羽北遺跡 は、小瀬、半 田、新井地 区に広 がる中世 ・近世の集落跡であ ります。遺跡範

囲の大部分 はユ ニチカ㈱貝塚工場 にかか ります。ユニチカ㈱ と言 えば、東京 オリンピックバ レー

ボール 「東洋の魔女」 を輩 出 したことで有名 ですが、平成9年 に操業を停止 し工場跡地は新たな

活用方法が計画 され工場か ら店舗へ と急速に変貌 をとげています。

今 回の調査では、掘立柱建物跡を発見 し、集落域の一部が明 らか とな り、中世か ら工場造成 に

至 るまでの土地利用 の変遷が明 らか とな りま した。

これ らの成果は、本市 ならびに周辺地域の歴史を明 らかにす るうえで、まことに有意義 な こと

と考えています。

本調査報告書の刊行が、皆様 の文化財 に対 するご理解 を深 めていただ くとともに、文化財 の保

護 ・保存 ・研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあた り、関係各位 には多大 なご協力 を頂 き、ここに深 く感謝 の意

を表 します とともに、今後 とも本市における文化財保護行政に対する、一層の ご理解 とご支援 を

お願いいた します。

平成19年9月30日

貝塚市教育委員会

教育長 山本 太三郎
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1本 書は、ユニチカ株式会社 代表取締役 平井雅英か らに小瀬175-1他 地内(開 発面積39,669m)所 在す る

新井 ・鳥羽北遺跡において実施 した、店舗建設工事に伴 う事前発掘調査の概要報告である。

2発 掘調査は確認調査 を平成14年10月15日 ～10月31日 、2次 発掘調査を平成15年4月7日 ～平成15年10月20日 に

かけて実施 した。なお内業調査については本書刊行をもって終了 した。

3調 査 にあたっては、ユニチカ株式会社ならびに株式会社橋本興業に多大な御理解 と御協力 を得た。ここに記

して、感謝の意を表 します。

4発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、学芸員三浦基が担当 した。

内業調査お よび本書作成にかかる諸作業については、下記の諸氏の参加を得て実施 したものである。

馬場美也子、遠山法城、飯島卓哉、岡本恵子、畑中道子

5本 書で用いた標高は、東京湾平均海水面(T.P.)を 基準とした。

6本 書の土色表示は農林水産省水産技術会議事務局監修 『新版 標準土色帳』1993年 度版を用いた。

7本 書の執筆 ・編集は三浦が行 った。

8遺 物写真撮影は三浦が行った。

9出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会において保管 している。
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第1章 調査 に至 る経過

ユニチカ株式会社 代表取締役 平井雅英か ら小瀬175-1他 地内(開 発面積39 ,669㎡)で 店舗建設の計画が も

ちあが り、敷地が新井 ・鳥羽北遺跡の範囲にかかるため平成14年8月27日 に発掘届出書が提出された。

発掘届出書の提出を受けて確認調査計画を作成 し、平成14年10月15日 ～10月31日 確認調査 を実施 した。

11ヵ 所で合計約620㎡ の調査 を実施 した結果、古代～中世 とみられる溝、柱穴等の遺構、遺物包含層が存在する

ことが判明 した。

この結果により、遺跡範囲が広がることが明らかとなり遺跡発見届出書の提出を求めた。また、開発工事 によ

り埋蔵文化財に影響が及ぶ部分約14,000m(店 舗建設部分)で 発掘調査が必要 という結果により、発掘調査の協

議 を行い、平成15年3月13日 覚書 を交わし、調査 を実施 した。

発掘調査期間は、平成15年4月7日 ～平成15年10月20日 にかけてである。広範囲の調査 となるため2分 割

(第1区 、第2区)し 、実施した。

遺構の検出状況などか ら調査範囲の拡張を行った部分がある一方、工場建物が残 る部分や工場及び水路で破壊

されている部分は、調査範囲か ら除いたため、最終的な調査面積は12,600mと なった。内業調査は、平成15年

12月8日 ～平成16年3月31日 にかけて実施 した。

図1貝 塚 市位 置 図
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5長 楽寺跡7(国 史跡)地 蔵堂丸山古墳8地 蔵堂廃寺10秦 廃寺15麻 生中新池遺跡19(貝 塚)泉 州麻生塩壺出

土地20堀 遺跡21橋 本遺跡22貝 塚寺内町遺跡23加 治 ・神前 ・畠中遺跡24明 楽寺跡26沢 西出遺跡28

沢城跡29新 井 ・鳥羽遺跡30新 井ノ池遺跡31半 田遺跡32麻 生中遺跡34澱 池遺跡35積 善寺城跡36清

児遺跡51窪 田遺跡 ・窪田廃寺55槍 ヶ谷城跡56半 田遺跡(清 児地区)57堤 遺跡58小 瀬五所山遺跡59石 才

遺跡61(貝 塚)土 生遺跡64海 岸寺山遺跡66脇 浜遺跡67今 池遺跡70石 才南遺跡72地 蔵堂遺跡75新 井・

鳥羽北遺跡80津 田遺跡82福 田遺跡86麻 生中出口遺跡87小 瀬遺跡88堤 三宅遺跡89沢 新開遺跡91堀

新遺跡93麻 生中下代遺跡94堀 秋毛遺跡95半 田北遺跡96沢 老ノ塚遺跡97東 遺跡102津 田北遺跡103

久保遺跡109窪 田ハマデ遺跡110海 塚遺跡111脇 浜川端遺跡114麻 生中薬師堂遺跡115谷 池遺跡

19(岸 和田)宮 本町遺跡89岸 和田古城跡114(府 指定史跡)岸 和田城126沼 天神社遺跡128小 寺遺跡131(岸

和田)土 生遺跡154岸 和田城遺跡

図2貝 塚 市遺 跡 分布 図(部 分)
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第2章 位置と環境

調査を実施 したのは貝塚市北西部に位置する新井 ・鳥羽北遺跡である

本遺跡は、貝塚市北部を流れる津田川左岸の段丘上に位置 し、東西約350m、 南北約320mの 範囲に広が る中

世か ら近世にかけての集落跡である。遺跡の範囲は大部分がユニチカ貝塚工場跡地の敷地にかかってお り標高約

17m～20mで ある。

周辺に散在する遺跡 としては、北に弥生時代～古墳時代 ・中世の散布地 ・集落跡である小瀬五所 山遺跡、弥生

～古墳時代の集落跡である土生遺跡、東に弥生～古墳時代の散布地 ・集落跡である半田遺跡、西に中世～近世に

かけて繁栄をみせた貝塚寺内町遺跡、南には新井 ・鳥羽遺跡、弥生時代の集落跡 と考えられる新井ノ池遺跡、古

墳時代～中世にかけての集落跡である加治 ・神前 ・畠中遺跡 などが存在する。

ユニチカ貝塚工場は、昭和9(1934)年 に工場の造成が開始され、田畑が工場に姿をかえた。従前の調査 から

工場造成に伴って大規模な盛土が行われ、工場建設時の基礎掘削等により破壊 されている部分があることが明ら

かとなっている。工場は平成9(1997)年 操業を停止 し60年 余 りの歴史の幕 をとじた。

図3調 査地位置図
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第3章 調査結果

1.調 査の概要

調査は、店舗建物建設により破壊 を受ける部分(約12,600㎡)に ついて調査区を設定 した。調査範囲が広いた

め調査区を2分 割 し、第1区 、第2区 とした。調査区は国家座標X=-172600、Ye-57990を 基準に して10m

×10mの 区画を設け、東西方向に18区 画(1～18) 、南北方向に12区 画(A～L)を 設定 した。

調査は、第1区 は確認調査の結果から判断 して確認調査における遺物包含層第2層 ～第4層 を機械で掘削 し、

遺物包含層第5層 上面で遺構検出を実施 した。

第2区 は、遺物包含層第5層 の見られない範囲が広かったため、遺物包含層第2層 ～第5層 を機械で掘削 し、地

山上面にて遺構検出を実施 した。

遺構は、調査区の一部で後世の撹乱を受けている部分 も存在 したが、第1区 、第2区 ともに良好に検出 してお

り、鋤溝を中心として溝、柱穴、土坑等を検出した。

2.基 本層序(図5)

調査区は工場敷地内に位置する。工場敷地は大 きく分 けて工場 とグラウン ドに分けることができる。第1区 の

ほとんどがグラウン ド部分で、第2区 はグラウン ドの東側か ら工場部分である。工場部分とグラウンド部分の境

には段差があ り、グラウンド部分が約1m低 くなっている。工場部分、グラウンド部分はそれぞれ平坦であ り、

調査区全体が広範囲に盛土により造成されている状況が確認できた。本遺跡における従前の調査では中世以前の

流路、石組みを伴 う段差が広範囲に見 られ多様な地形変化を確認 している。以下、各地層について上層 より概要

を示す。
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図4調 査区 ・地区割図
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第1層 は盛土である。調査区全域でされてお り、層厚0.7～1.7mで ある。昭和9年 に工場の敷地 として造成

する際に行なわれたと考 えられる。盛土は礫、砂を多 く含む状況から近 くを流れる津田川の周辺から採取 したも

のと考えられる。

第2層 は耕作土で、ほぼ全域で確認 しており、層厚0.1m～0.2mで ある。造成 に際 して耕作土除去は行 われ

ておらず直接盛土を搬入 し造成を行っている。また、一部造成に際 して耕作土を地盤の低い方向に移動している

状況を確認 している。

第3層 は、黄褐色細砂混 じり土(2.5Y5/3)で 層厚0.1～0.3mで ある。遺物は瓦器椀、近世陶磁器を含む。中

世～近世の遺物包含層 と考えられる。

第4層 は、灰黄褐色土(10YR4/2)で 層厚0.1～0。21nで ある。遺物は瓦器、土師器などが含まれ、中世の遺

物包含層 と考えられる。

第5層 は、黒褐色土(10YR2/2)で 層厚0.1～0.151nで ある。遺物は瓦器、土師器 などの中世の遺物、'中世以

前の遺物が少量含 まれる。第5層 は第1区 では広範囲に確認でき、第5層 上面で遺構検出を実施 したが、第2区

では存在 しない部分 も見 られた。

第6層 は、地 山で灰黄色土(2.5Y7/2)、 暗灰黄色礫混 じり土(2.5Y5/2)、 明黄褐色粘土(2.5Y7/6)で ある。

第2区 は地山上面にて遺構検出を実施 した。地山面は標高178m～18.6mで 、南東か ら北西方向に緩やかに下っ

ており、流路や旧河川 と考えられる部分は確認で きなかった。

3.検 出遺構(図6・7)

各調査 区ともに地山上面にて遺構検 出を実施 した。第1区 は、広範囲に地山が削 り取られている状況であった。

第2区 は、工場関係の配管、基礎等により広範囲に破壊をうけている部分が存在 した。各調査区について概要を

示す。

第1区

本調査 区では、溝、鋤溝群、池3基 などの耕作 に伴う遺構を多数検出した。調査区南側では地層が削 り取 られ

第1区 第2区

1.盛 土5.黒 褐色 土(10YR2/z)9.黄 褐 色 粘質土(2.5Y5/s)

2.耕 作 土6.灰 黄色 土(2.5Y%2)地 山土io.明 黄褐 色粘土(2.5Y'/s)地 山土

3.黄 褐 色細砂 混 じり土(2.5Y5/a)7.暗 灰黄 色礫混 じ り土(2.5Y%)11.灰 黄褐色 土(10YR°/z)

4.灰 褐 色土(10YR^/z)8.黄 褐色 細砂混 じ り土(2.5Y5/s)

図5柱 状土層図
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てお り遺物包含層、遺構の上層が削 り取られている状況を確認 した。以下、主な遺構 について概要を示す。

SD-98

本遺構は、第2区 か ら本調査区方向(南 東一北西)に 流れる溝である。幅1.2～1.5m、 深 さ1.2mで ある。埋

土の状況か ら、工場造成時に埋められた灌漑水路 と考えられる。遺物は、瓦、陶磁器が出土 した。

SD-41

本遺構 は、調査区南側から中央部で北西方向に曲折 し流れる溝である。幅0.5m、 深さ0.1～0,3mで 耕作地

段差部分につ くられている。遺物は陶磁器、瓦器が出土 している。

SD-106

本遺構 は、調査区南側か ら中央部で北西方向に曲折 し流れる溝である。幅0.5m、 深 さ0.1～0.3mで 耕作地

段差部分につ くられている。遺物は陶磁器、瓦器が出土 している。

池1

本遺構は、調査区北側で検出 した池である。規模は、長軸約60m、 短軸約25m、 堤の幅3～4mで ある。地

字図では 「新池」となっており、明治期の地図に記載はない。 もともと地形が低 く、SD-98な どの水路が集 まっ

て くる場所であることから池状になっていた部分に堤 を設けて池 としたと考えられる。池の造成時期は明治時代

後半から大正時代にかけての問と推測 される。埋め戻 しの時期は、埋土の状況から判断 して、工場造成時に埋め

られたと考えられる。遺物は出土 していない。

池2(SX-27)

本 遺 構 はH-4、H-5、H-6、1-4、1-5、1-6に て 検 出 した 池 で あ る。 池 の 南 側 は 管 埋 設 時 に破 壊

さ れ て お り全 体 の 規 模 は不 明 で あ るが 、検 出長18.5m、 検 出幅9.lmで あ る 。 埋 土 は灰 色 粘 土 ～ 砂 礫 で 深 さ1.17

mで あ る。 埋 土 の 状 況 か ら判 断 して 自然 に埋 没 した もの と考 え られ る 。遺 物 は 瓦 、 陶 磁 器 が 出 土 して お り、 近 世

後 半 以 降 に掘 削 され た と考 え られ る。

池3(SX-472)

本遺構は、調査区東端で検出 した池である。直径7m、 深さ約3mの 耕作に伴 うものと考えられる。埋土の状

況か ら自然 に埋没 したものと考えられる。遺物は、瓦、陶磁器が出土 してお り、近世後半以降に掘削されたと考

えられる。

池4(SX-99)

本遺構 は、第1区 と第2区 の境 目で検出した池である。6.5m×6.5mの 隅丸方形で深 さ1。3mで ある。耕作に

伴うものと考えられる。埋土の状況から判断して自然に埋没 したと考えられる。遺物は瓦が出土 しており、近世

後半以降に掘削 されたものと考えられる。

駈
鋤溝群

本遺構 は調査区北西部分で検出 した鋤溝である。南西 一北東方向とそれに直交する方向のものがある。幅0.15

～02mで 遺物は瓦器、土師器が出土 してお り、中世の耕作 に伴 うものと考えられる。

SX-1

本 遺 構 は 、G-2区 に て 検 出 した 土 坑 で あ る。 長 さ1.76m、 幅0.96mで 埋 土 は灰 褐 色 土 で 、 深 さ0.19～0.34
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40m

図6遺 構配置図
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mで あ る 。 遺 物 は 出土 して い ない 。

SX-2

本 遺構 は、G-2区 に て 検 出 した土 坑 で あ る 。 長 軸0.94m、 短 軸0.86mで あ る。 埋 土 は灰 褐 色 土 で 深 さ0.11n

で あ る。 遺 物 は 出 土 して い な い 。

SX-3

本 遺 構 はF-2区 に て検 出 した土 坑 で あ る 。長 軸1.34m、 短 軸1.2mで あ る 。埋 土 は灰 褐 色 土 で 深 さ0.24mで あ る。

遺 物 は 出土 して い ない 。

SD-4

本遺構はF-2区 にて検出した溝である。遺構上面が削 りとられてお り溝の深い部分が残 ったもの と考えら

れる。検出長4.28m、 幅1.96m、 深 さ0.09～02mで 埋土は灰褐・色土である。埋土は周辺の他の遺構 と同 じで

ある。遺物は出土 していない。

L=19.000m

1.耕 作土

2.灰 黄色砂混 じり土(2.5Y6/z>

3.灰 黄色砂混 じり土(2.SY6/z)酸 化土

4.灰 白色土(2.5Y%)、 褐灰色土(10YR5/)埋 め戻し土

5.耕 作土、3混 じり土

6.灰 色粘土(SYs/,)池 埋土

7.灰 白色粘土(2.5Y%)地 山土

0 4m

図7池4(SX-99)
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L=18.000m L=18.000m

L=18.000m L=18.000m

1.灰 色砂(5Y6/)

2.灰 オ リー ブ色砂(5Y6/z)

3.黄 灰 色土(2.5Y5/,)、 灰 色砂混 じ り

4.黄 灰 色土(2.5Y°/,)

5.灰 黄 色土(2.5Y%z)地 山土

6.灰 黄 色砂(2.5Y6/z)

1.灰 黄色砂 混 じり土(2.5Y6/z)

2.灰 黄 色土(2.5Y6/z)

3.に ぶい黄 色土(2.5Y%)礫 混 じり土 地 山土

L=18.500m

SD-98

⑥
2 1

3

1.灰 オ リー ブ色極細 砂 ～粗砂礫(5Y%)

2.灰 オ リー ブ色 極細 砂(5Y6/z)

3、 灰 黄色細 砂(2.5Y%z)

4.灰 色極細 砂(7.5Y%)

5.オ リーブ黄色 細砂(7.5Y6/a)

6.黄 褐 色粗 砂(2.5Y5/a)

7.灰 色 砂混 じ り土(7.5Y5/)

8.4・5混 じ り土

9,灰 オ リー ブ色砂(5Y5/s)

10.灰 色 砂混 じり土(7.5Y%)地 山土

4

5

6

1.浅 黄色極 細砂 ～粗砂 礫(2.5Y%)

2.暗 灰 黄色 粘質 土(2.5Y5/z)

3.暗 灰 黄色 土、 粗砂混 じり(2.5Y%z)

4.黄 褐 色細砂(2.5Y%a)

5.3・5混 じり(7.5Y6/a)

6.暗 灰 黄色 土(2.5Y5/z)地 山土

L=17.SOOm

SD-106

1.に ぶい黄色 粗砂 、礫混 じり(2.5Y6/a)

2.暗 灰 黄色土(2.5Y5/z)

3.に ぶ い黄色砂(2.5Y6/<)、 灰 黄色 土(2.5Y6/z)混 じり

4.灰 黄 色土(2.5Y6/z)地 山土

O
I ■

2m
■

図8SD-41、SD-44、SD-98、SD-106断 面 図
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図9 SX-1～SX-3、SD-4、SD-16、SD-21、SX-22、SX-24～SX-26、SX-34、SX-35平 ・断 面 図
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SD-16

本 遺 構 はG-3区 に て 検 出 した 溝 で あ る 。 長 さ2.lm、 幅0.68mで 埋 土 は 灰 褐 色 土 で あ る。 深 さ0.08～0.15m

で遺 物 は 出土 して い な い 。

SD-21

本 遺構 はH-3区 に て 検 出 した 溝 で あ る 。 長 さ2.44m、 幅0.84mで 、埋 土 は灰 褐 色 土 で あ る 。 深 さ0.09～024

mで 遺 物 は 出 土 して い な い 。

SX-22

本 遺構 はH-2区 に て検 出 した 土 坑 で あ る 。長 さ1.76m、 幅1.38mで 埋 土 は灰 褐 色 土 で あ る。深 さ0.13～0.35

mで 遺 物 は 出 土 して い な い 。

SX-24

本 遺構 はH-3区 にて 検 出 した 土坑 で あ る。 長 さ1.Om、 幅0.72mで 埋 土 は 灰 褐 色 土 で あ る。 深 さ0.11～0.13

mで 遺 物 は 出 土 して い な い 。

1

2.

3.

4.

3

2

SX-121

4

に ぶ い 黄 色 細 砂(2.5Y6/a)

暗 灰 黄 色 土(2.5Y5/z)地 山 土

黄 褐 色 細砂(2.5Ys/s)

撹 乱

O
I

3m
I

図10SX-121、SX-122平 ・断 面 図
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0 10m一
図11 第2区 東側遺構配置図 (部分)
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SX-25

本 遺 構 はH-4区 にて 検 出 した 土坑 で あ る。 長 さ1.9m、 幅1.38mで 埋 土 は灰 褐 色 土 で あ る。 深 さ0.16・～0.27

mで 遺 物 は 出 土 して い な い 。

SX-26

本 遺 構 はH-4区 にて 検 出 した 土 坑 で あ る 。 長 さ2.1m、 幅0.78mで 埋 土 は灰 褐 色 土 で あ る 。 深 さ0.1mで 遺

物 は 出 土 して い な い 。

SX-34

本 遺 構 はF-4区 に て検 出 した土 坑 で あ る。長 さ2.65m、 幅1.18mで 、埋 土 は灰 褐 色 土 で あ る。深 さ0.03～o.il

mで 遺 物 は 出土 して い ない 。

SX-35

本 遺 構 はF-4区 にて 検 出 した 土 坑 で あ る。 長 さ1.8m、 幅0.94mで 埋 土 は灰 褐 色 土 で あ る。 深 さ0.05mで

遺 物 は 出土 して い な いQ

SX-121

本 遺 構 はC-8区 に て検 出 した 土 坑 で あ る。 長 さ2.54m、 幅1.84mで 埋 土 は 、 に ぶ い黄 色 細砂(2.5Y6/4)で

深 さ045～0.62mで あ る。遺 物 は 出土 して い な い 。SX-121、SX-122は 池 の 堤 部 分 に 位 置 す る と考 え られ 、埋 土 は 、

砂 が 入 る状 況 で あ る。 池 の 築 造 に よ り以 前 に存 在 した溝 の 底 部 分 が残 った ものが 本 土 坑 と考 え られ る。

SX-122

本 遺 構 はC-8区 に て 検 出 し た土 坑 で あ る。 長 さ

5.35m、 幅1.62mで 、 埋 土 は 黄 褐 色 細 砂(2.5Y6/6)

で深 さ0.15～0.21mで あ る。 遺 物 は 出 土 して い な い 。

第2区

本調査区では、掘立柱建物3棟 、柱穴、土坑などの

集落に伴 う遺構、溝、井戸、鋤溝群、池1基 などの耕

作に伴 う遺構を検出 した。調査区南東部分は、あまり

削平を受けていない部分であ り良好 な状態で遺構 を

検出することができた。以下、主な遺構 について概要

を示す。

建物a(Pit-236～Pit-246)

本遺構 は調査区西側で検出 した掘立柱建物である。

南東 一北西方向で4m×6m(2問 ×3問)の 建物で

ある。柱穴から遺物は出土 していないが、中世の時期

の建物 と考えられる。

建 物b(Pit-401、403、407、414、416、422、426、

432,433,441,459,460,461,512,519)

本 遺 構 は調 査 区東 南 部 で検 出 した掘 立 柱 建 物 で あ る。 図12建 物a平 ・断面図
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1.に ぶ い黄 褐色 土(10YR5/a)

2.に ぶ い黄 褐色 土(10YR5/a)、 黄 色粘 土 ブロ ック混 じり

3.明 黄褐色粘土(2.5Y%)地 山土9 5m

図13建 物b、 建物c平 ・断 面図
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7,5mX7,5m(3間 ×3問)の 建 物 で あ る。 柱 穴 の 規

模 は 直 径0.2～0.4mで 埋 土 は 灰 黄 色 砂 質 土 、 柱 穴 内

か ら土 師 器 、 瓦 器 、 青磁 が 出 土 して お り、 中世 の 時 期

の 建 物 と考 え られ る 。

建物c

本遺構 は調査 区東南部で検 出した掘立柱建物であ

る。4m×6m(2問 ×3問)の 南東部分に庇がつ く

建物である。柱穴の規模 は直径0.15～0.4mで 埋土は

灰黄色砂質土、柱穴内か ら土師器、瓦器、瓦が出土 し

てお り、中世の時期の建物と考えられる。

溝3(SD-503)

本遺構は調査 区南東部で検出した溝である。幅2m、

深さ0.3mの 規模で、北東 一南西方向に流れる。建物b、

建物cと 建物周辺の溝 と方向が同 じで区画溝の可能性

がある。遺物は瓦器、土師器、青磁、瓦が出土 してお

り中世に掘削 されたと考 えられる。

鋤溝群

本遺構は調査区東側で検出した鋤溝である。南東一

北西方向で幅0.1～02mで ある。遺物は瓦器、土師

器が出土 してお り、中世の時期のものと考えられる。

池5

本遺構は、調査区東南部で検出 した池である。長軸

5m、 短軸4m、 深 さ約3mの 耕作に伴 うものと考え

られる。埋土の状況から自然に埋没 したものと考えら

れる。遺物は、瓦、陶磁器が出土 しており、近世後半

以降に掘削 されたと考えられる。

図14SE-331平 ・断面 図

井戸(SE-331)

本遺構は区にて検出 した井戸である。長軸3.lm、 短軸2.5mの 楕円形である。上層部分で高 さ1m、 直径1.1

mの 桶を井戸枠 としている。井戸枠以下は石組み等はな く素掘 りで深さ3.85mで ある。埋土は4層 に分けられ、

井戸埋土第3、 第4層 は自然に埋没 したと考えられ、第1層 は埋め戻 しを行なったと考えられる。井戸内からは

土器等の遺物は出土 しておらず、壊れた梯子の一部が出土 している。時期は埋土の状況や桶の状況か ら判断 して

近世末か ら近代にかけての掘削 と考えられ、井戸の主用途 も耕作に伴 うものと考 えられる。
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4.出 土遺物

第1区

SX-27

3～5は 磁器染付である。3は 復元高台径3.9cmの 碗である。4は 復元高台径4.7cmの 碗である。外面に草

花文を描 く。内面見込み部は釉 はぎである。5は 復元口径17.2cmの 鉢である。外面にみ じん唐草文、内面に格

子 目等の文様 を描 く。

SD-96

1は 復元高台径4。2cmの 陶器碗である。高台は削 りだしで、内面に釉薬 を施す。2は 、復元高台径5.Ocmの

京焼風 陶器碗である。外面に呉須で文様を描 く。

遺物包含層第4層

6は 復元口径14.4cmの 土師質土器皿である。外面 に指押 さえを施す。7は 復元口径16.6cmの 白磁碗である。内、

外面に文様 を施す。8は 復元高台径4.lcmの 磁器碗である。9は 復元高台径3。6cmの 磁器染付碗である。外面

に草花文 を描 く。内面見込み部は釉ハギである。

遺物包含層第3層

10は 復元口径7.6cmの 磁器染付筒形碗である。外面に幾何学的な文様、内面口縁部に格子 目を描 く。11は 復

元高台径5.6cmの 蓋付碗である。高台部に2条 の横線、外面に文様を描 き、内面見込み部に文様 を描 く。12は

高台径8.5cmの 磁器染付皿である。高台は蛇の目釉ハギ、畳付けで内面に文様 を描 く。

.■

図17SX-232(15)、SX-465(19)、SX-478(20、21、23)、SX-482(22)SX-500(13、24)、

SX-515(14)、SX-518(16～18)出 土 土 器
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図18SD-503(25～44)出 土土 器
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第2区

SX-232

15は 復 元 口径10.8cmの 瓦 器 椀 で あ る。

SX-465

19は 復 元 口径14.4cmの 瓦 器 椀 で あ る。

SX-478

20は 復 元 口径13.1cmの 土 師器 小 皿 で あ る。外 面 底 部 に 指 押 さ え を施 す 。21は 復 元 口径13.8cmの 瓦 器椀 で あ る 。

23は 復 元 口径14.2cmの 青 磁 碗 で あ る。 外 面 に鎬 蓮 弁 文 を施 す 。

SX-482

22は 復 元 口径13.6cmの 瓦 器 椀 で あ る。 外 面 に指 押 さ え を施 す 。

SX-500

13は 復 元 口径7.8cmの 土 師 器 小 皿 で あ る。24は 復 元 高 台 径6.Ocmの 青 磁 碗 で あ る。 内 面 見 込 み 部 に工 具 で 文

様 を施 す 。

SD-515

14は 口径&4cm、 器 高1.7cmの 瓦 器 小 皿 で あ る 。

SX-518

16～18は 瓦 器 椀 で あ る 。16は 復 元 口径11.5cmで あ る。17は 復 元 口径118cmで 外 面 に指 押 さ え を施 す 。18

は 口径13.6cm、 器 高3.lcmで あ る 。外 面 に指 押 さ え、 内面 に ミ ガ キ を施 す 。貼 付 け高 台 で 断 面 は 三 角 形 で あ る。

SD-503

25～27は 土 師 器 小 皿 で あ る。25は 口径7.8cm、 器 高1.3cmで あ る 。26は 口 径7.9cm、 器 高1.3cmで あ る 。27

は復 元 口径8.2cm、 器 高1。4cmで あ る。

28～33は 瓦 器 椀 で あ る 。28は 復 元 口径11.2cmで あ る。29は 復 元 口径13.8cmで 、 外 面 を 指 押 さ え 、 口縁 部

を指 ナ デ で 仕 上 げ る。30は 復 元 口 径15.4cm、 器 高3.7cmで あ る。 外 面 を指 押 さえ 、 口縁 部 を指 ナ デ で仕 上 げ る。

高 台 は貼 付 け で あ るが 退 化 が 進 んで お り、13世 紀 前 半 に 位 置 づ け られ る。31は 復 元 口径12,9cmで 、 外 面 を 指

押 さえ 、 口縁 部 を指 ナ デ で 仕 上 げ る。32は 、復 元 口径14.6cmで 、外 面 に 指 押 さ え、 口縁 部 を指 ナ デ で仕 上 げ る。

33は 復 元 口径17.6cmで 、 外 面 を指 押 さ え、 口縁 部 を指 ナ デ で 仕 上 げ る。 内 面 は ミガ キ を施 す 。

34～36は 土 師 質 甕 で あ る。34は 復 元 口 径24.2cmで あ る。 頸 部 は、 くの 字 状 で 接 合 痕 を有 し、 外 面 に は 指押

さえ を施 す 。35は 復 元 口径25.6cmで あ る。36は 復 元 口径26.4cmで あ る 。 内 面 頸 部 付 近 に 工 具 痕 が 残 る 。

37は 須 恵 器 壼 で 、 口径10.4cmで あ る。39は 瓦 質 こ ね鉢 で 、 復 元 口径28.Ocmで あ る。

38、40～44は 土 師 質 羽 釜 で あ る。38は 復 元 口径20.2cmで あ る。外 面 鍔 部 下 は ケ ズ リ を施 し、内 面 に工 具 痕 が残 る。

40は 復 元 口径27.8cmで あ る。41は 復 元 口径25.8cmで あ る 。 外 面 鍔 部 下 は ケ ズ リ を施 し、 内面 に工 具 痕 が残 る。

42は 復 元 口径28.4cmで あ る 。43は 復 元 口径30.Ocmで あ る。44は 復 元 口 径30.8cmで あ る。

図19SD-98(45～50)出 土 土器
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SD-98

45、46、48～50は 磁 器 染 付 け で あ る。45は 高 台 径4.Ocmの 丸 碗 で あ る 。 外 面 に文 様 を描 く。46は 復 元 口 径

13.9cm、 器 高5.Ocmの 丸 碗 で あ る。 外 面 に梅 花 文 を描 く。48は 復 元 高 台 径4.Ocmの 丸 碗 で あ る。 外 面 ・内 面 見

込 み 部 に 文 様 を描 く。49は 復 元 高 台 径6.5cmの 広 東 碗 で あ る 。外 面 に草 花 文 、内 面 見 込 み部 に 木 の 葉 、一 葉 を描 く。

50は 復 元 口径11.2cm、 器 高6.3cmの 碗 で あ る。 外 面 に果 実文 、 高 台 部 に横 線2条 、 内 面 見 込 み 部 に 文様 を描 く。

44は 復 元 高 台 径12.4cmの 土 師 質 土 器 で あ る 。

図2311区 遺物包含層第4層(60～67)出 土土器

図24遺 物包含層第3層 出土平瓦(68～71)
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ミニチュア瓦質羽釜

51は 復元口径52cmの ミニチュア瓦質羽釜である。遺物包含層第4層 か ら出土 している。従前の調査 におい

てミニチュア瓦質羽釜が1点 出土 している。復元口径7cmで 口縁部から鍔部にかけてが短 く、今回の調査で出

土 した ものは口径が小 さく、口縁部か ら鍔部にかけてが長 く羽釜の形状を忠実にミニチュア化 した ものである。

なんらかの祭祀に用いられた ものと考 えられる。

Pit-196

52は 復元口径10.4cm、 器高13cmの 土師器小皿である。

Pit-459

53は 復元口径130cmの 瓦器椀である。外面に指押さえ、内面にミガキを施す。

図25SX-465(76)、SX-478(72)、SD-503(73、74)、Pit-525(75)出 土 平 瓦

一21一



Pit-523

54は 口径14.Ocm、 器 高3.9cmの 瓦 器 椀 で あ る 。外 面 に 指 押 さ え を施 す 。 高 台 は貼 付 け で 、 退 化 が す す む 。 時

期 は13世 紀 前 半 に位 置付 け られ る 。

Pit-432

55～58は 土 師 器 小 皿 で あ る 。55は 復 元 口径7.6cm、 復 元 器 高1.4cmで あ る。56は 口径8.Ocm、 器 高1.4cmで

あ る 。57は 復 元 口径8.8cm、 復 元 器 高1.4cmで あ る 。58は 復 元 口 径9.Ocm、 復 元 器 高1.6cmで あ る 。59は 口径

13.8cm、 器 高3.8cmの 瓦 器 椀 で あ る 。 外 面 に指 オ サ エ を施 す 。 高 台 は 貼 付 け で 断 面 は 三 角 形 で あ る。 柱 穴 内 の

柱 根 の周 囲 か ら出 土 してお り、 地鎮 を行 っ た器 と考 え られ る 。

遺 物 包含 層 第4層

60～65は 瓦 器 で あ る。60は 復 元 口径7.4cm、 復 元 器 高1.7cmの 小 皿 で あ る。61は 復 元 口 径13.Ocmの 椀 で あ る 。

外 面 に指 押 さ え を施 す 。62は 復 元 口径13.6cmの 椀 で あ る 。外 面 に指 押 さえ を施 す 。63は 復 元 口径14.6cmで あ る 。

内面 に ミガ キ を施 す 。64は 復 元 高 台 径4.5cmの 磁 器 染付 け碗 で あ る 。65は 復 元 口径13.2cmの 青 磁 碗 で あ る 。

内面 に櫛 描 文 を 施 す 。66、67は 瓦 質 こね 鉢 で あ る。66は 復 元 口径32.7cmで 口縁 部 は 断 面 三 角 形 で あ る。67は

復 元 口径33.6cmで 内 面 にヘ ラ削 り を施 す 。 口縁 部 は 断 面 三 角 形 で あ る。

図26SD-69(79)、Pit-476(81、82)、 遺 物包含 層第4層(77、78)、 表採(80)出 土石 器
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平 瓦

出土 瓦 は、 軒 丸 、軒 平 瓦 は 出土 して お らず 、 平 瓦 の み で あ る 。 出 土 瓦 の調 整 は 、 凹面 に 凹面 に斜 め 方 向 の 糸 引

き痕 、布 目痕 を有 し、 凸 面 に縄 目叩 き を施 す ものが ほ と ん どで あ る。 焼 成 は 良好 で 硬 く焼 き締 ま る。 時 期 は 調 整

か ら判 断 して13世 紀 代 と考 え られ 、 周 辺 の瓦 窯 と して は 、 加 治 ・神 前 ・畠 中瓦 窯 が 同 時 期 の もの で あ る 。

68～71は 遺 物 包 含 層 第3層 出土 の平 瓦 で あ る。68は 厚 さ1.9cmで 、 凹面 に布 目痕 を有 し、 凸 面 に縄 目叩 き を

施 す 。69は 厚 さ2.OCInで 凹 面 に粘 土 切 出 し時 の 痕 跡 で あ る斜 め 方 向 の 糸 引 き痕 、 布 目痕 を有 し、 凸 面 に縄 目叩

きを 施 す 。70は 厚 さ2.5cmで 凹面 に斜 め 方 向 の糸 引 き痕 、布 目痕 を有 し、凸面 に縄 目叩 きを 施 す 。71は 厚 さ2.2cm

で 凹 面 に 粘 土 切 出 し時 の 痕 跡 で あ る斜 め 方 向 の 糸 引 き痕 、布 目痕 を有 し、 凸面 に縄 目叩 き を施 す 。

72は 、SX-478出 土 で 、 厚 さ2.8cm、 凹 面 に 斜 め 方 向 の 糸 引 き痕 、 布 目痕 を有 し、 凸 面 に縄 目叩 き を施 す 。

73、74はSD-503出 土 で あ る。73は 厚 さ2.2cm、 凹 面 に斜 め 方 向 の 糸 引 き痕 、 布 目痕 を有 し、 凸 面 に縄 目叩

き を施 す 。74は 厚 さ2.3cm、 凹 面 に 斜 め 方 向 の 糸 引 き痕 、 布 目痕 を有 し、 凸 面 に 縄 目 叩 き を施 す 。75は 、Pit

-525出 土 で 、厚 さ2.Ocm、 凹 面 に斜 め 方 向 の 糸 引 き痕 、布 目痕 を有 し、 凸 面 に 縄 目叩 き を施 す 。76は 、SX-

465出 土 で 、 厚 さ2.3cm、 凹 面 に斜 め 方 向 の 糸 引 き痕 、 布 目痕 を有 し、 凸 面 に縄 目叩 きを施 す 。

石 器

本 調 査 地 で 出 土 した石 器 は サ ヌ カ イ ト製 で 、 縄 文 ～ 弥生 時 代 に か け て の もの と考 え られ る 。77～79は 石 鏃 で

あ る。77は 遺 物 包 含 層 第4層 出 土 の 長 軸1.9cm、 短 軸1.7cm、 厚 さ0.3cmで あ る 。78は 遺 物 包 含 層 第4層 出 土

の長 軸2.Ocm、 短 軸1.5cm、 厚 さ0.3cmで あ る。79はSD-69出 土 の 長 軸2.8cm、 短 軸2.3cm、 厚 さ0.4cmで あ る 。

80は 石 匙 で あ る 。 縦 長 の もの で 、 刃 は しの 字 状 に 曲 が る。 残 存 長4.9cm、 幅1.6cm、 厚 さ0.6cmで あ る。 平 成3

年 度 調査 にお い て 、 自然 流 路 内 よ り横 長 の 石 匙 が 出 土 して い る。

81、82はPit-476出 土 の 石 槍 未 成 品 で あ る 。 土 坑 内 に 本 石 器 が2点 重 な る状 態 で 出 土 して い る。81は 長 軸

11,2cm、 短 軸4.9cm、 厚 さ1.lcmで あ る。 木 の 葉 形 の状 態 ま で加 工 して い るが 、刃 部 の整 形 を 失敗 し、 薄 く仕 上

げ る こ とが で きな か っ た もの と考 え られ る 。82は 、 長 軸11.1cm、 短軸5.5cm、 厚 さlcmで あ る。 石 材 か ら割 り

取 っ た 状 態 で あ る 。 平 成3年 度 調 査 にお い て も同様 の 石 器 が 出 土 してお り、 本 調 査 地 で石 器 の 加 工 を行 っ て い た

こ とが 考 え られ る 。

参考文献

「新井 ・鳥羽北遣跡発掘調査概要」貝塚市埋蔵文化財調査報告 第25集 貝塚市教育委員会1993.3
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第4章 ま とめ

工場基礎等による破壊部分が存在するものの第1区 、第2区 ともに良好 に遺構 を検出することがで きた。以下、

各時代の状況についてまとめることにする。

中世以前

従前の調査、今回の調査で も、河川あるいは流路が確認された。特に第1区 は、西側方向に地形が傾斜する地

点に位置 し、旧流路部分では湧水を確認 し、従前の調査では、 自然流路内、遺物包含層か ら縄文時代、弥生時代

の石器が出土 してお り、今回の調査でも石器が出土している。石器の中には、製作途中で破棄 されたと考えられ

るものが出土 してお り、本調査地で、石器の加工 を行なっていた可能性がある。本遺跡では遺物の出土のみで、

集落跡の発見にはいたっていないが、東南方向には麻生中下代遺跡、石才南遺跡 といった弥生時代の集落跡が存

在 しており弥生時代の集落の一部が確認される可能性がある。

中世

従前の調査では、中世以降、河川あるいは流路が埋没 し、湿地化 した場所に、地形改変を行ない田畑に変えて

いったことが明 らかとなっている。出土遺物から周辺部で集落跡の推定をしていたが、今回の調査(第2区 部分)

で掘立柱建物3棟 を検出 した。掘立柱建物の2棟 は近接 してお り、柱穴内か ら出土 した土器 も同時代であること

か ら、同時に存在 した可能性がある。建物の周囲か ら溝 を検出 してお り、近 くには区画溝 と考えられるSD-

503を 検出 した。溝内か らは羽釜、瓦器椀、 こね鉢などの土器が出土 しており集落の一部 と考えられる建物を

検出している。地盤は西北方向に傾斜 しており、調査区南側に集落域が広がることが予想 される。

調査区南側から出土 している瓦は、中世の ものであ り、寺院等の建物に使用 された ものと考えられる。軒丸、軒

平瓦は出土 しておらず、出土点数から判断 して、今回の調査で発見 した建物 に使用されたものとは考えられない

が、周辺に寺院等の建物が存在 した可能性がある。

また、出土遺物で注 目するべ き遺物として、ミニチュア羽釜があげられる。市内では、本遺跡のみの出土であ

り、平成2年 度の発掘調査にて出土 したものに続 く2点 目の出土となった。何 らかの祭祀にかかわる遺物 として

注 目されるもので、他地域での出土例も踏まえて検討する必要がある。

近世

近世には、中世期 に湿地状で耕作 には適さなかった場所 を新たに改変 し、灌漑用水路、池等がつ くられて耕作

地となったと考えられる。出土 した近世の遺物のほとんどは灌漑用水路(SD-98)か らの出土であ り、本調

査地は田畑が広がる地域であったと考えられる。中世の集落域 は、現在の集落に移動、固定 したと考 えられ、耕

作地となった と考えられる。

耕作に伴い、灌漑用水路の他に、池(池2～ 池4)、 井戸(SE-331)が 造 られたの もこの時期である。池は、

湧水のある地点で掘削されてお り、水路の水量の減る夏場等の水を得るために掘削 されたものと考えられる。

近代

ユニチカ貝塚工場が誘致建設 されるまで本調査地周辺は耕作地であったと考えられる。昭和9年(1934年)7

月に 「大 日本紡績株式会社(ユ ニチ カ株式会社)」、「南海電気鉄道株式会社 ・阪和電気鉄道株式会社」と貝塚町

の問で契約 を結 んだ。54,000坪(約178,200m)の 買収譲渡、道路 ・水路等の撤去新設は貝塚町が行ない、阪和

電気鉄道株式会社に工場近接に駅(現JR東 貝塚駅)を 設置 し、工場内に引込線 を新設する条件を貝塚町が履行

することで、工場建設は実施された。造成工事は大規模で広範囲なものとなり、高い地盤を削 り取 り整地 し造成

した。地盤の悪い部分については暗渠排水 を設置 し、地盤の低い場所では造成時に2m以 上の盛土を行い、整地
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を行なっている。紡績機械は重量があ り、設置するには頑強な基礎を設置する必要があり、造成時か ら平成9年

の操業停止まで機械設置基礎部分は何度 も見直 し工事が されていたと考えられる。工場基礎は古い部分ではレン

ガ積みのものがあ り、地下に設置されていた通風孔はレンガ積みのものが残 されていた。また、紡績工場敷地内

は厳重 に火気の取扱いが規制されてお り、喫煙場所の徹底がはか られていた。工場敷地内には地下防火水槽(図

版表紙)、 防火池が設けられてお り、工場内には消火栓 も設置されていた。今回の調査地は工場内に設けられた

グラウン ド部分 と工場部分であ り、グラウンド周辺には、工場のほかに事務所、従業員の宿舎、学校などがあっ

た。工場造成後、工場の敷地は49,579坪(約163,600㎡)に および本工場が 日本の近代産業の一翼を担ったこと

はいうまでもない。

時代 は流れ、工場の建物は解体 され、東洋の魔女を輩出した体育館 も、工場跡地再開発で取 り壊された。今回

の調査 では、埋蔵文化財の発掘調査 とともに貝塚の近代化のシンボルである貝塚工場の造成 ・建設か ら再開発ま

での変遷 も見ることになった。現在、本調査後に店舗が建設 され、工場跡地の一部では住宅の開発がは じまって

いる。
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図
版
1

検
出
遺
構

第
1
区

写 真2:第1区 全 景 、 写 真3:SD-106、 写 真4:池2



図
版
2

検
出
遺
構

第
2
区

写 真5・6:池1堤 、写 真7:鋤 溝 、写 真8:SD-73・74、 写 真9:SD-96、 写 真10・11:SD-98、 写 真12:SD-106
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版
3

検
出
遺
構

第

1
区

写 真13～15:SD-41、 写 真16:SD-30、SD-31、SD-95、 写 真17:SD-41、 写 真18:SD-96

写 真19:SD-92、 池1堤 、 写 真20:SD-41



図
版
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検
出
遺
構

第

1
区

・
第
2
区

写 真21～24:SD-106、 写 真25:SD-92、 写 真26・27:SD-98、SX-329
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版
5

検
出
遺
構

第
2
区

写 真28・29:建 物a、 写 真30:SX-329、 写 真31:SE-331、 写 真32～34:SD-98



図
版
6

検
出
遺
構

第
2
区

写 真35・36:SD-164、SD-165、 写 真37:建 物b・c、SD-503、 写 真38:鋤 溝 、

写 真39・40:SD-503、 写 真41・42:SD-369
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版
7

検
出
遺
構

第
2
区

写 真43:第2区 東側 、 写 真44・45:建 物b、 写 真46・47:建 物c



図
版
8

出
土
遺
物

SX-27(1～5)、 遺物包含層第4層(7～9)、 第3層(10～12)、SX-500(24)、SD-503(28～33)出 土土器



図
版
9

出
土
遺
物

SD-503(37～44)、SD-98(45・46・48～50)、 ミ ニ チ ュ ア 羽 釜(51)、Pit-196(52)、

Pit-459(53)、Pit-523(54)、Pit-432(55～59)出 土 土 器



図
版

10

出
土
遺
物

SD-69(79)、Pit-476(81・82)、 遺物 包含層 第4層(77・78)、 表採(80)出 土土器
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